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町 民 の パ ワ ー 結 集
　10 月 17 日から、国民文化祭かごしま 2015 の開催に先駆け、
町制施行 10 周年記念事業・ながしま造形美術展が開幕しました。
　太陽の里ピクニック広場には、108 点の力作が集いました。

（関連記事＝Ｐ 2 ～ 9）



　

第
30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
の
関
連
事
業
と
し
て
、
町

制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
・
な
が
し

ま
造
形
美
術
展
が
10
月
17
日
、
太
陽

の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
で
開
幕
し
ま

し
た
。

　

２
年
に
１
回
、
町
民
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
の
大
イ
ベ
ン
ト

は
、
昭
和
60
年
、
旧
東
町
の
時
に
始

ま
り
、
平
成
18
年
の
市
町
村
合
併
を

経
て
も
続
け
ら
れ
、
今
年
で
16
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
ん
な
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
な
っ
て
、
杉
の
葉
や
ス
ス
キ
、
ヒ

オ
ウ
ギ
貝
な
ど
自
然
の
素
材
や
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
廃
材
を

使
っ
た
１
㍍
・
３
㍍
・
５
㍍
超
級
の

力
作
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
び
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
国
民
文
化
祭
や
町
制
施

行
10
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
作
品
が

例
年
よ
り
も
大
き
く
、
創
造
性
に
富

ん
だ
作
品
と
な
り
、
ま
た
、
町
外
の

３
つ
の
団
体
・
学
校
か
ら
作
品
を
出

展
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
造
形
美
術
展
に
は
、
自
治

公
民
館
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団

体
な
ど
計
98
団
体
か
ら
１
０
８
点
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
11
月
15
日
ま
で

の
30
日
間
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

17
日
の
開
会
式
で
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
出

水
中
央
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
第
30
回
国
民
文
化
祭
長

島
町
実
行
委
員
会
会
長
の
川
添
健
町

長
が
「
今
回
の
造
形
美
術
展
は
国
民

文
化
祭
の
関
連
事
業
と
い
う
こ
と

で
、
例
年
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
完
成
し
た

素
晴
ら
し
い
作
品
が
、
夢
と
感
動
を

発
信
し
、
長
島
町
の
更
な
る
活
性
化

に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
は
、
彫
刻
家

の
通
畠
義
信
審
査
委
員
長
を
は
じ

め
、
４
人
の
審
査
委
員
に
よ
り
、「
一

般
の
部
」、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部
」、「
学
校
・

幼
稚
園
の
部
」
の
３
部
門
に
分
か
れ

て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
31
日
か
ら
は
同
会
場
内
で

「
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
」
も
同
時
開
催

さ
れ
、
多
く
の
花
々
が
来
場
者
を
迎

え
ま
し
た
。

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
審
査
委
員

審
査
委
員
長

　

通
畠　

義
信 

氏

審
査
委
員

　

前
田　

友
幸 

氏

　

砂
田　

光
紀 

氏

　

榮
徳　

多
賀
子 

氏

　

桐
原　

史
朗 

氏
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一般の部
入賞作品

写真で見る「ながしま造形美術展」

優秀賞：菅牟田自治公民館
「展望台」

優
秀
賞
：
川
内
自
治
公
民
館

「
ツ
ガ
ネ
（
山
太
郎
が
に
）」

長
島
町
長
賞
：
牧
自
治
公
民
館

「（
有
明
海
）
む
つ
ご
ろ
う
夫
婦
と
子
ど
も
た
ち
」

最優秀賞：塩追自治公民館「地方創生長島町は昇龍」

文部科学大臣賞：唐隈自治公民館
「キリン」

鹿
児
島
県
知
事
賞
：
田
尻
自
治
公
民
館

「
自
然
豊
か
な
太
古
の
島
・
長
島
」

優
良
賞
：
御
所
ノ
浦
自
治
公
民
館

「
孫
悟
空
」

優
良
賞
：
脇
崎
自
治
公
民
館

「
ク
マ
」

優
良
賞
：
薄
井
自
治
公
民
館

「
養
殖
の
巨
人
」

優
良
賞
：
川
床
中
自
治
公
民
館

「
若
宮
神
社
の
フ
ク
ロ
ウ
」

合併 10周年記念賞
蔵之元自治公民館「ライオン」

南日本新聞社賞
潟自治公民館「ジンベエザメ」

特別賞
鹿児島いずみ農協長島事業所「華鶴和牛」
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PTAの部
入賞作品

写真で見る「ながしま造形美術展」

最優秀賞：鷹巣小学校ＰＴＡ「～ Phoenix ～鳳凰」

第30回国民文化祭鹿児島県実行委員会賞
鷹巣中学校 PTA「鷹巣の子鷹ら（子宝）」

合併10周年記念賞：平尾中学校 PTA
「平尾中オリジナルキャラクターー『せとっぴー』（改）」

優良賞：川床中学校 PTA
「ザリガニ」

優良賞：平尾小学校 PTA
「アオバズク」

優秀賞：汐見小学校 PTA
「シオミタロウガニ」

優秀賞：川床小学校 PTA
「ヘラクレスオオカブト」

第 30回国民文化祭長島町実行委員会賞
城川内小学校 PTA「島来（トライ）くん」

長島町教育委員会賞
長島中学校 PTA「陸亀」
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学校・幼稚園の部
入賞作品

審
査
委
員
長
講
評

　

全
部
の
出
品
作
に
つ
い
て
語
り
た

い
が
、
各
部
門
数
点
に
つ
い
て
講
評

し
ま
す
。

　

ま
ず
、一
般
の
部
「
昇
龍
」
と
「
キ

リ
ン
」
は
全
審
査
員
文
句
な
し
の
受

賞
だ
っ
た
。「
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ

ス
」
は
、
本
展
な
ら
で
は
の
迫
力
が

難
点
を
吹
っ
飛
ば
し
て
い
た
。

　

養
殖
材
料
だ
け
で
作
っ
た「
巨
人
」

の
中
に
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
が

入
っ
て
い
た
。
中
で
も
出
色
だ
っ
た

の
は
、
地
味
な
が
ら
発
見
→
採
集
→

再
発
見
→
構
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
瞭

に
見
せ
て
く
れ
た
田
尻
の
作
品
だ
っ

た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部
は
、
鷹
巣
小
の
「
鳳

凰
」
は
前
回
の
「
ペ
ガ
サ
ス
」
に
比

べ
、
ま
と
め
に
入
っ
て
い
た
と
こ
ろ

が
気
に
な
っ
た
。
鷹
巣
中
の
鷹
は
見

事
で
、
そ
こ
に
「
子
鷹
ら
」
が
産
ま

れ
た
と
こ
ろ
が
ダ
ジ
ャ
レ
に
磨
き
を

か
け
て
い
た
。

　

学
校
の
部
、
蔵
之
元
小
の
「
寄
せ

集
め
ア
ー
ト
」
は
、
大
人
と
一
味
違

う
集
め
方
が
よ
か
っ
た
。
伊
唐
小
の

花
は
、
題
名
と
は
裏
腹
の
生
命
の
狂

お
し
さ
が
感
じ
ら
れ
て
僕
は
好
き

だ
っ
た
。
田
尻
小
の
「
ア
サ
ギ
マ
ダ

ラ
」
は
生
き
物
の
研
究
と
造
形
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
絶
妙
で
、
川
床
小
の

「
昆
虫
」
た
ち
は
題
名
の
「
好
き
」

が
理
屈
を
越
え
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

審
査
委
員
長
　
通
畠
　
義
信

ライオンズクラブ賞

町外からの出展作品

写真で見る「ながしま造形美術展」

最優秀賞：蔵之元小学校「わたしはアーティスト」
（寄せ集めアート）

合併10周年記念賞
鷹巣幼稚園「森の動物図書館」

優良賞：獅子島中学校
「獅子島丸」

優良賞：川床小学校
「ぼくのわたしの好きな昆虫」

国民文化祭実行委員会会長賞
獅子島小学校「大好き獅子島」

鹿児島県教育委員会賞
伊唐小学校「みんなで花を咲かせましょう」

優秀賞：田尻小学校
「アサギマダラのマーキング」

優秀賞：汐見小学校
「汐見の宝」

湧水町
「チェーンソーアート」

阿久根市立大川中学校
「ボンにゃん」

一般の部：西自治公民館
「恐竜トリケラトプス」

学校・幼稚園の部：風の杜子ども園
「たそがれのジバニャン」

草月流（鹿児島県支部有志作）
「見る人で想像してください」

人気者賞

城川内自治公民館
「リス」
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９
月
か
ら
町
内
の
小
・
中
学
校
で

は
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
土
曜
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
が
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て

実
施
す
る
土
曜
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。

↑手作りの長島町パンフレットを手に説明する生徒たち

～第２回～

土曜授業

　

平
尾
中
学
校（
德
永
虎
三
郎
校
長
、

生
徒
44
人
）
で
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
中
で
、「
再
発
見
！
な
が

し
ま
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
島
町
を
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
び
、
情
報
発

信
を
す
る
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
班
」、「
歴

史
班
」、「
造
形
展
班
」
の
３
つ
の
班

に
分
か
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
10
日
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
班
」

が
、
道
の
駅
だ
ん
だ
ん
市
場
で
校
外

学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
平
尾
中
学
校
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
せ
と
っ
ぴ
ー
」

の
タ
オ
ル
や
ク
ッ
キ
ー
の
販
売
や
Ｐ

Ｒ
を
し
た
り
、
町
外
か
ら
来
た
お
客

さ
ん
へ
は
、
手
作
り
の
長
島
町
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
り
元
気
な
声
で
説
明

「
再
発
見
！
な
が
し
ま
」
を
テ
ー
マ
に

校
外
学
習
活
動

平
尾
中
学
校

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
手
の
空
い

た
生
徒
た
ち
は
、
だ
ん
だ
ん
市
場
周

辺
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。

　

校
外
学
習
活
動
に
参
加
し
た
梅
川

杏
梨
さ
ん
は
「
最
初
は
売
れ
る
の
か

と
心
配
し
た
が
、
商
品
を
買
っ
て
く

れ
た
り
、
私
た
ち
が
作
っ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
く
れ
た
の

で
、
作
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

秋
の
長
島
路
を
楽
し
む

北
薩
横
断
道
路
整
備
促
進
地
方
大
会

　

10
月
29
日
、
阿
久
根
市
民
会
館
で
鹿
児
島
空
港
と
北

薩
地
域
を
結
ぶ
地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横
断
道
路
」

の
整
備
促
進
地
方
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
総
延
長
約
70
㌔
の
う
ち
約
20
％
に
あ

た
る
14
㌔
が
完
成
し
て
い
る
北
薩
横
断
道
路
の
、
早
期

全
線
開
通
や
建
設
財
源
の
確
保
を
求
め
る
た
め
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
本
町
や
阿
久
根
市
、
出
水
市
な
ど
北
薩

横
断
道
路
沿
線
４
市
２
町
の
関
係
者
な
ど
約
８
０
０
人

が
参
加
。
各
市
町
の
代
表
者
が
、
商
業
や
農
林
水
産
業

の
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
発
表
し
、
最
後
に
、

川
添
町
長
が
「
地
域
高
規
格
道
路
『
北
薩
横
断
道
路
』

全
線
の
早
期
完
成
を
図
る
こ
と
」
な
ど
４
項
目
か
ら
な

る
大
会
決
議
案
を
述
べ
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

地
元
期
成
会
を
代
表
し
て
大
会
決
議
案
を
発
表↑大会決議案を述べる川添町長

平
成
27
年
度
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
功
労
者
等
表
彰

　

本
町
の
、
建
設
・
土
木
造
成
工
事
に
伴
い

発
生
す
る
天
然
石
を
、
石
積
花
壇
や
平
石
の

法
面
保
護
に
生
か
し
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
事
業
が
、
平
成
27
年
度
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ

ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
功
労
者
等
表
彰

で
、
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
行
政
・
消
費
者
・
産
業
界
な

ど
が
連
携
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
資
源
・
廃

棄
物
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
３
Ｒ
（
リ

デ
ュ
ー
ス
・
発
生
抑
制
、
リ
ユ
ー
ス
・
再
利

用
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化
）
を
通
じ
た

循
環
型
社
会
形
成
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

る
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

九
州
内
で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

自
治
体
は
本
町
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

自分の記録に挑戦 ～第 10 回小学校陸上記録会～
　

10
月
15
日
、
町
内
の
小
学
５
、６
年
生
を

対
象
と
し
た
、
第
10
回
町
小
学
校
陸
上
記
録

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
６
人
の
児
童
が
記
録
に
挑
戦
し
、
２

人
の
児
童
が
新
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。
大

会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
１
位
・
新

記
録
達
成
者
の
み
を
掲
載
）

５
年
男
子

　

１
０
０
㍍
走　
　

赤
嵜
智
哉
（
鷹
巣
小
）
15
秒
３

　

走
り
幅
跳
び　
　

赤
嵜
智
哉
（
鷹
巣
小
）
３
７
９
㌢

　

走
り
高
跳
び　
　

小
川
純
聖
（
平
尾
小
）
１
１
８
㌢

　

８
０
０
㍍
走　
　

平　

慈
源
（
鷹
巣
小
）
２
分
50
秒
５

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

鷹
巣
小
Ａ　

１
分
03
秒
１

　
　
　
（
赤
嵜
智
哉
、
濱
口
天
聖
、
濱
島
航
生
、
平
慈
源
）

５
年
女
子

　

１
０
０
㍍
走　
　

有
村
春
菜
（
城
川
内
小
）
15
秒
５

　

走
り
幅
跳
び　
　

田
中
明
憂
奈
（
川
床
小
）
３
０
３
㌢

　

走
り
高
跳
び　
　

有
村
春
菜
（
城
川
内
小
）
１
１
６
㌢

　

８
０
０
㍍
走　
　

濵
村
汐
音
（
鷹
巣
小
）
３
分
17
秒
３

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

鷹
巣
小
Ａ　

１
分
09
秒
８

　
　
　
（
濱
杏
弥
、
濱
村
汐
音
、
上
帆
乃
美
、
北
村
涼
夏
）

６
年
男
子

　

１
０
０
㍍
走　
　

江
口
倭
斗
（
蔵
之
元
小
）
14
秒
１

　

走
り
幅
跳
び　
　

小
屋
大
和
（
汐
見
小
）
４
０
０
㌢

　

走
り
高
跳
び　
　

早
﨑
大
翔
（
鷹
巣
小
）
１
２
３
㌢

　

８
０
０
㍍
走

　
　
１
位 

長
元
大
知
（
鷹
巣
小
）
２
分
45
秒
０
新
記
録

　
　

２
位 

小
川
航
平
（
平
尾
小
）
２
分
45
秒
２
新
記
録

　

60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走　

小
屋
大
和
（
汐
見
小
）
10
秒
８

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

鷹
巣
小
Ａ　

１
分
02
秒
６

　
　
　
（
早
﨑
大
翔
、
赤
崎
温
斗
、
長
元
駿
太
、
長
元
大
知
）

６
年
女
子

　

１
０
０
㍍
走　
　

平
ひ
よ
り
（
鷹
巣
小
）
14
秒
６

　

走
り
幅
跳
び　
　

西
崎
愛
海
（
鷹
巣
小
）
３
７
９
㌢

　

走
り
高
跳
び　
　

北
村
茉
帆
（
鷹
巣
小
）
１
１
０
㌢

　

８
０
０
㍍
走　
　

橋
口
遥
菜
（
平
尾
小
）
２
分
54
秒
３

　

60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走　

濵
島
つ
ぐ
み
（
鷹
巣
小
）
13
秒
０

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

鷹
巣
小
Ａ　

１
分
01
秒
８

　
　
（
平
ひ
よ
り
、
山
上
愛
叶
、
濵
島
海
望
、
西
崎
愛
海
）

５
・
６
年
混
合

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

獅
子
島
小　

１
分
07
秒
６

　
　
　
（
波
戸
航
輝
、
荒
田
美
子
、
竹
口
こ
こ
ろ
、
平
野
龍
太
）

第
10
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　

10
月
25
日
、
町
制
施
行
10
周
年
記

念
事
業
・
第
10
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
が
あ
り
、
約
８
０
０
人

の
参
加
者
が
長
島
路
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長

島
前
を
発
着
点
と
す
る
１
・
５
㎞
、

３ 

㎞
、
10
㎞
の
３
つ
の
コ
ー
ス
を
、

東
シ
ナ
海
を
望
み
な
が
ら
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
制
施
行
10
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
遠
方
賞
、
最
高
齢
賞
、

連
続
出
場
賞
、団
体
賞
、バ
ー
ス
デ
ー

賞
の
５
つ
の
特
別
賞
を
設
け
、
受
賞

し
た
団
体
・
参
加
者
へ
は
、
み
か
ん

や
鯛
、
鰤
フ
ィ
レ
な
ど
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
参
加
し
た
土ど

い
わ
た
る

井
斉

さ
ん
は
「
走
り
応
え
の
あ
る
コ
ー
ス

で
来
た
か
い
が
あ
っ
た
。
海
や
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
走
れ
て
最
高
で
し

た
」と
、抽
選
会
で
当
た
っ
た
鰤
フ
ィ

レ
を
手
に
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

↑特別賞を手にする参加者

↑石を再利用して作られた石花「椿」

1011 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



 i n f o r m a t i o nNAGASHIMA TOWN Public Relations i n f o r m a t i o n

農業用廃プラスチック類回収に協力を
　使用済みの農業用プラスチック類などは産業廃棄物
です。これらの処理については「使用した農家自らの
責任で正しく処理しなければならない」と定められて
います。

回収日 回収場所 時間

12 月 16 日（水）

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）
（計量は伊唐港） 8：00　　

～ 10：00
ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

12 月 17 日（木）
小浜港野積場 8：00　　

～ 10：00ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・肥料袋・農薬使用済み袋　（ポリ容器含む）

□農ポリ・ビニールの梱包
　①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニールを巻きつける。
　②３カ所を結束し、１梱包 10 ｋｇ程度とする。
　※同じフィルムで縛り、土や砂、その他異物を取り除く。

［梱包方法］

□肥料袋の梱包
　①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
　②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
　※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、　
　　回収しませんのでご注意ください。
　　（持ち帰りとなります。）

□農薬使用済み袋
　農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベルを剥がしてください。
　※ラベルを剥がしていないポリ容器は、回収しません。農薬の廃袋は、水で洗浄してください。

◇回収方法◇

◇回収費

農業用ビニール　10 円／ｋｇ　　
農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）15 円／ｋｇ

◇注意事項
※廃プラスチック類を搬入する際は、「産業廃棄物積載車」と表示することが義務付けられていますので、　
　車両の両側面にマグネットシートを貼ってください。
※伊唐地区は、伊唐港で計量し、伊唐島側大橋手前駐車場で回収を行います。
※今回の回収費（処理費用）の半額を助成します。
　 回収費は、原則農協の口座から引き落としますので、口座番号の確認をお願いします。

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　
　☎（88）5670［直通］

　農業用廃プラスチック類の回収を次のとおり実施し
ます。回収方法にしたがって、最寄りの回収場所に持
ち込んでください。

長島フェスタを開催します
　平成 27 年度長島フェスタ（産業・福祉・健康
祭り）を開催します。各種出店や抽選会、餅投げ
など楽しいイベントを実施しますので、ぜひお越
しください。

［農産物等品評会］
○日時　12 月５日（土）
○会場　Ｂ＆Ｇ体育館
※出品物は、当日の午前９時までに、各自治公
　民館長さんが指定する場所へ届けてください。
　（長島フェスタのスタッフが回収します）
※本人が直接搬入する場合は、当日午前 10 時ま
　でにＢ＆Ｇ体育館へ出品してください。
※出品物の規格、数量は各家庭に配布される長
　島フェスタのチラシを参照ください。

［長島フェスタ］
○日時　12 月６日（日）
○会場　町文化ホール周辺
○内容
　・各種団体による出店　　・各種抽選会
　・食事コーナー（うどん）　・農地相談コーナー
　・ぼかし肥料づくり講習　・健康づくり講演会
　・健康相談コーナー　・福祉機器展示コーナー
　・木の家の棟上げと餅投げ

◎問い合わせ先
　長島フェスタ実行委員会
　（役場農林課内）
　☎（88）5670［直通］

　  平成２７年度鹿児島県畜産共進会が 10 月３
日霧島市の姶良中央家畜市場で開催されました。
　県内 11 地区から４部門に 73 頭の出品があり
ました。本町からは出水地区代表として若雌２区
に浦底初男さん出品「さきこ号」が健闘し、優秀
賞になりました。
  審査委員長の県畜産課の佐々木幸良課長は「発
育、体積とも優れたものが多かったが、栄養度の
高いもの、体高オーバーも見られ、品質の地域間
格差は少なくなってきた。今後とも種牛性、産肉
性を兼ね備えた改良推進に取り組んでほしい」と
講評がありました。

第 64 回 鹿 児 島 県 畜 産 共 進 会

↑出品した浦底初男さん所有「さきこ号」

必 ず チ ェ ッ ク 最 低 賃 金
鹿児島県最低賃金が時間額 694 円に

　鹿児島県最低賃金が平成 27 年 10 月８日から
時間額６９４円に改正されました。
　これは県下のすべての労働者に適用されます。
　ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の
産業に該当する場合は、当該最低賃金が適用され
ます。
　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどす
べての労働者に適用され、使用者は労働者に対し
て最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりま
せん。

鹿 児 島 県 最 低 賃 金

（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額 効 力 発 生 日

時 間 額 （円）
平成 27 年 10 月 8 日

694

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225
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11 月・12 月は歯周疾患検診を実施します

対象者 ・今年度中に、40 歳、50 歳、60 歳、70 歳になる人
・検診一括申込書において、歯周疾患検診を申し込んだ人

費用 無料（※治療に関しては有料です。）

場所 ・児島歯科医院　☎（86）1266
・国民健康保険平尾診療所　☎（88）3600

日程 11 月 2 日（月）～ 12 月 28 日（月）
（休診日を除く）

注意事項
・検診を希望する人は、必ず病院に直接予約してください
・対象者へは通知を行っています
　（詳細については通知をお読みください）

その他 ・40 歳以上で希望する人はどなたでも受けられます。
　希望される人は、上記歯科医院へお問い合わせください。

『８０２０』『７０２４』募集中 !!
　町では、平成 27 年度歯の表彰の対象者（過去に町の歯の表彰を受け
ていない人）を募集します。

～ 10 人に 8 人は歯周病！手遅れになる前に引き返そう！～

こんな症状ありませんか？
この機会に是非受診して、

口の中を確かめてみましょう！

◇対象者
・今年度中に 70 歳（昭和 20 年４月１日～昭和 21 年３月 31 日生まれ）
　になり、自分の歯が 24 本以上ある人
・今年度中に 80 歳（昭和 10 年４月１日～昭和 11 年３月 31 日生まれ）
　になり、自分の歯が 20 本以上ある人
・70 歳以上で上記に該当する表彰を受けていない人
　表彰は 12 月に行う予定です。自分または家族が該当する場合は、
11 月 24 日（火）までにお知らせください。（自薦・他薦は問いません）

妊婦教室（イルカ教室）を開催します

日　時

１回目 12 月１日 ( 火 )
午後１時 30 分～４時 30 分 ( 受付：午後 1 時～）

２回目 12 月 11 日 ( 金 )　
午後１時 30 分～４時 30 分 ( 受付：午後 1 時～）

場　所 　保健福祉センター（鷹巣）

内　容

　妊娠・出産から育児まで、知識や方法など妊婦さんの質問や
相談にも応じながら行います。
講師には経験豊富な助産師も迎えます。

（内容の詳細は、町内在住の妊婦さんに個別通知しています）

持参するもの 　母子健康手帳

　町では、年間約１００人の赤ちゃんが生まれて
います。
　この町に生まれる赤ちゃんたちが安全に、元気
に育つよう、また、ママやパパ、そしてご家族が、
出産・育児を迎える気持ちや態勢などをサポート
するために、町では６月と 12 月に妊婦教室を開
催しています。
　初めての妊娠の人も、２回目以降の妊娠の人も、

この機会に一緒に妊娠、出産について楽しく、気
軽にお話しませんか。
　この教室では、同じ時期に出産を迎えるママ友
が増える機会にもなりますので、気軽にご参加く
ださい。
　参加は無料です。妊婦の皆さん、ご家族の皆さ
んの参加をお待ちしています。

妊婦さんの歯科検診を無料で実施しています
　妊婦さんのお口の状態は、お腹の赤ちゃんに影
響します。
　口腔の病気は、つわりやホルモンバランスの変
化によって妊娠中に悪くなりやすいものです。ま
た、早産や低体重児出産の発生リスクは、歯周病
のないお母さんに比べて約 3 倍といわれていま

す。早産の予防と赤ちゃんのむし歯予防のために、
一度、歯医者さんへ行ってみましょう。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1146［直通］

町立幼稚園の園児を募集します

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1146［直通］

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1146［直通］

○応募資格
　町内に居住している平成 22 年４月２日から平
成 25 年４月１日までに生まれた満３歳以上で、
教育を希望する児童
○募集定員
　鷹巣幼稚園…70 人 / 獅子島幼稚園…35 人
○入園の手続き
　新規入園希望者は入園願書と支給認定申請書
を、在園児は支給認定申請書を各幼稚園に提出し
てください。用紙は幼稚園および町教育委員会教
育総務課にあります。
○受付期間
　11 月 16 日（月）～ 12 月 28 日（月）

　（土・日曜日、祝日は除く）
○保育料など
　・保育料　３５００円（月額）
　・給食費　４１００円（月額）

（※平成 28 年度は変更される可能性があります）

○保育時間など
　希望する幼稚園に問い合わせてください。
◎問い合わせ先
　鷹巣幼稚園　　☎（86）1268
　獅子島幼稚園　☎（89）3045

　町立幼稚園では、平成 28 年度新幼稚園児を募集します。
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10
月

1
日
～
2
日

４
日

５
日

７
日

8
日
～
9
日

９
日

10
日

11
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日
～
23
日

25
日

26
日
～
27
日

28
日

29
日

水
産
振
興
協
議
会
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、

要
請
活
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

小
学
校
運
動
会
訪
問　
　
　
（
町
内
小
学
校
）

地
方
創
生
本
部
会　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

農
地
海
岸
保
全
協
会
総
会　
（
南
さ
つ
ま
市
）

薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
登
録
証
交
付
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

第
２
回
北
薩
地
域
行
政
懇
話
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

そ
う
し
ん
レ
セ
プ
シ
ョ
ン　
　
（
鹿
児
島
市
）

福
祉
芸
能
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

広
野
集
落
公
民
館
落
成
式　
　
（
広
野
集
落
）

町
制
施
行
10
周
年
自
治
公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

県
内
図
書
館
長
業
務
担
当
者
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会　

(

鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

臨
時
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

Ｍ
Ｂ
Ｃ
長
島
町
ふ
る
さ
と
ウ
ィ
ー
ク
出
演
・

イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

造
形
美
術
展
開
会
式　
　
　
　
（
太
陽
の
里
）

焼
酎
祭
り　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
下
特
設
会
場
）

片
側
集
落
運
動
会
訪
問　
　
　
（
片
側
集
落
）

防
衛
白
書
説
明
会　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
整
備
促
進
に
係
る
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
市
）

北
薩
横
断
道
路
要
望　
　
　
　
　
（
福
岡
市
）

日
本
で
一
番
楽
し
い
研
修　
　
（
指
江
庁
舎
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

全
国
漁
港
漁
場
大
会　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

町
村
会
定
期
総
会　
　
　
　
　
　
（
喜
界
町
）

鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会（
鹿
児
島
市
）

北
薩
横
断
道
路
地
方
大
会　
　
（
阿
久
根
市
）

灘
の
い
ろ
深
ま
る
こ
ろ
や
鶴
待
て
り
　
　
　
淵
脇
　
　
護

病
む
猫
と
さ
し
み
分
け
合
ひ
敬
老
日
　
　
　
二
階
堂
妙
子

停
電
の
三
日
二ふ

タ
夜よ

の
暑
さ
か
な
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

遠
泳
や
喘あ
え

ぐ
河
童
の
一

ひ
と
た
む
ろ屯

　
　
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

一
人
居
の
狭さ
に
わ庭
に
赤
き
夏
え
び
ね
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

太
陽
を
封
じ
込
め
た
り
今
年
米
　
　
　
　
　
大
堂
　
光
幸

秋こ
す
も
す桜
や
諦
め
か
け
し
嬰や

や

生あ

る
る
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

夕
暮
の
あ
か
ね
色
な
り
海
の
秋
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

賞
も
な
く
金
も
な
く
老
ゆ
文
化
の
日
　
　
　
二
階
堂
恵
子

命
日
や
雲
を
は
る
か
に
彼
岸
花
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

空
青
く
伊
勢
え
び
祭
り
の
幟
の
ぼ
り

立
つ
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

［
短
歌
］

弟
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
風
ぐ
る
ま
モ
グ
ラ
逃
げ
ろ
や
グ
ル

グ
ル
ま
わ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

柿
熟
れ
て
つ
ぐ
み
か
し
ま
し
枝
先
に
我
れ
も
仲
間
と
鵯
の

来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

繁

川
の
工
事
白
鷺
じ
っ
と
見
つ
め
居
り
こ
の
先
の
こ
と
不
安

げ
に
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

目
閉
ず
れ
ば
木
戸
の
大
木
背
戸
の
井
戸
遠
き
に
在
り
て
あ

り
し
日
の
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
木
　
良
雄

年
取
れ
ば
一
事
あ
れ
ば
気
に
な
る
や
事
納
ま
る
と
す
っ
き

り
す
る
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

稲
刈
を
終
へ
し
安
堵
や
夜
の
雨
　
　
　
　
　
桐
野
　
眞
実

　ニッポン放送の人気アナが
20 年かけて編みだした相手を
楽にさせる実践的な会話の技術
を披露します。

布
施　

知
子　

著

　親子で楽しめる星や雪のおり
がみです。カードや部屋の装飾
にいかがですか？

「
星
と
雪
の
装
飾
お
り
が
み
」

吉
田　

尚
紀　

著

「
な
ぜ
、
こ
の
人
と
話
を
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
楽
に
な
る
の
か
」

十
五
夜
の
月
は
曇
り
て
見
へ
ざ
れ
ど
夜
半
に
煌こ

う
こ
う煌

と
天
心

に
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

息
子
の
植
ゑ
し
金
木
犀
は
五
年
経
ち
窓
を
開
け
れ
ば
香
り

流
れ
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

朝
夕
は
冷
ゑ
て
痛
み
し
わ
が
足
に
来
る
冬
思
ふ
夜
半
の
目

覚
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
美
代
子

沢
ひ
と
つ
越
へ
し
向
こ
ふ
は
荒
田
に
て
渡
来
の
黄
花
す
が

し
く
群
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

何
処
よ
り
匂
ひ
来
る
ら
む
木
犀
の
甘
き
香
り
を
秋
風
は
こ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

競
市
に
運
ば
る
る
牛
を
送
ら
ん
と
歩
く
が
如
き
車
に
手
合

は
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

年
を
経
て
大
株
と
な
り
し
萩
の
花
揺
ら
れ
て
曲
が
り
砂
に

触
れ
居
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

コ
ス
モ
ス
は
嶺
ゆ
る
や
か
な
高
原
に
天
近
き
ま
で
咲
き
匂

ひ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

緑
濃
き
左
右
の
葉は
あ
い間

に
紅
色
の
丸
き
蕾
も
つ
ア
メ
リ
カ
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

木
犀
は
小
木
な
が
ら
た
ち
ま
ち
に
家
を
包
み
し
薫
り
深
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

身
に
積
も
る
疲
れ
の
嵩
と
朽
ち
て
ゆ
く
彼
岸
花
あ
り
い
ず

れ
も
哀
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

ひ
ら
が
な
に
綴
り
来
し
母
の
手
紙
に
て
眠
る
時
読
み
覚
め

て
又
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

歩
行
機
に
す
が
り
試
歩
す
る
先
患
が
硝
子
戸
越
し
に
わ
れ

に
手
を
振
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

こ
の
宵
の
思
い
が
け
な
き
恵
み
に
て
玻
璃
戸
を
越
し
て
月

影
届
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

と
な
り
家
は
空
家
と
な
り
ぬ
軒
下
の
紅
き
て
ま
り
に
秋
の

雨
降
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

は
ら
み
た
る
猫
が
ゆ
っ
く
り
う
ず
く
ま
る
秋
日
を
追
い
て

所
か
え
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

生
き
て
知
る
心
の
歪
み
身
の
歪
み
も
ろ
も
ろ
の
悪
生
み
て

か
な
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘などにご注意ください！

　

離
島
へ
の
定
住
促
進
や
交
流

を
応
援
す
る
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

２
０
１
５
」
が
、
東
京
都
池
袋
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
か
ら
も
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
内
に
、
獅
子
島
の
特
産

品
な
ど
を
揃
え
た
販
売
ブ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。

　

関
東
在
住
で
、
本
町
に
縁
の
あ
る

か
た
は
、
友
人
や
知
人
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

○
日
時

　

11
月
21
日
（
土
）
～
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
２
日
目
は
午
後
５
時
ま
で
）

○
場
所

　

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

　

文
化
会
館
３
階
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ

　
（
東
京
都
豊
島
区
池
袋
３
―
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
５
実
行
委
員
会

　

☎
０
３
（
６
８
２
２
）
９
２
４
６

　

http://w
w

w
.i-lander.com

今
年
も
開
催
し
ま
す
！

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
５

● マイナンバーの通知や利用、個人番号カード
の交付などの手続で、国の関係省庁や地方自治体
などが、口座番号や口座の暗証番号、所得や資産
の情報、家族構成や年金・保険の情報などを聞い
たり、お金やキャッシュカードを要求したりする
ことは一切ありません。こうした内容の電話や手
紙、訪問には応じないでください。
● マイナンバーの安全管理対応の困難さなどを
過度に誇張した商品販売や不正な勧誘などには十
分注意してください。

　内閣府のコールセンターや地方公共団体、消費
生活センターなどに、マイナンバー制度に便乗し
た不正な勧誘や個人情報の取得を行おうとする電
話、メール、手紙、訪問等に関する情報が寄せら
れています。

● 「なりすまし」の郵送物にご注意ください！
返信用封筒の宛先が「地方公共団体情報システム
機構」であるか、ご確認ください。個人番号カー
ドの交付申請書に口座番号などを記載することは
ありません。
● 「あなたの名前やマイナンバーを貸してほし
い」といった依頼は詐欺の手口です。

　マイナンバー制度をかたった不審な電話、メー
ル、手紙、訪問等には十分注意して、内容に応じ
て、相談窓口をご利用ください。
◎問い合わせ先
　マイナンバー専用コールセンター
　　☎ 0120-95-0178
　消費者ホットライン（不審な電話を受けた場合）
　　☎１８８（いやや！）

1617 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



登
記
相
談
は
事
前
予
約
を

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
出
水
出
張

所
の
登
記
相
談
予
約
先
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

登
記
相
談
を
さ
れ
る
人
は
、
事

前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
相
談
日

　

月
・
水
・
金
曜
日

　
（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

○
相
談
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
出
水
出
張
所

　

☎
（
62
）
０
２
１
９

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
無
料
検
査
の
お

知
ら
せ

　

出
水
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

体
無
料
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
27
年
12
月
２
日（
水
）

　
　
　
　

17
時
～
19
時

○
場
所　

出
水
保
健
所
（
北
薩
地

域
振
興
局
出
水
庁
舎
本
館
１
階
）

○
費
用　

無
料

○
申
し
込
み
方
法　

電
話
（
要
予
約
）

※
検
査
は
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
検
査
結
果
は
即
日
で
わ
か

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６
（
内
線
２
０
５
）

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
の
救
済
制
度

相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３ 

月
31
日
ま
で
に
、

市
町
村
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種

し
た
人
の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら

か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を

受
診
し
た
人
は
、
接
種
と
の
関
連

性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・

医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
心
当
た
り
の

あ
る
人
は
、
具
体
的
な
請
求
方
法

等
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
医

薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
救
済

制
度
相
談
窓
口
に
至
急
お
問
い
合

わ
せ
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口

　

☎
０
１
２
０
（
１
４
９
）
９
３
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
３
（
３
５
０
６
）
９
４
１
１

　
（
有
料
）

切
ら
ず
に
治
せ
る
「
が
ん
陽

子
線
治
療
」

　

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
指
宿
（
指
宿

市
）
の
「
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際

陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
」
で
は

２
０
１
４
年
４
月
の
本
格
稼
動
か

ら
１
５
８
０
名
を
越
え
る
患
者
さ

ん
の
陽
子
線
治
療
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
陽
子
線
は
従
来
の
放
射
線

と
は
異
な
り
、
身
体
の
中
を
通
過

せ
ず
に
止
ま
る
性
質
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
止
ま
る
位
置
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
最
大
に
な
る
と
い
う
物

理
特
性
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
身

体
の
中
の
が
ん
病
巣
の
み
を
狙
い

撃
ち
で
き
る
の
で
、
ま
わ
り
の
正

常
組
織
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

治
療
中
は
痛
み
や
熱
な
ど
何
も
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
に
お
い
て

は
、
平
成
23
年
４
月
よ
り
「
陽
子

線
治
療
」
を
受
け
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
患
者
さ
ん
ま
た

は
そ
の
家
族
な
ど
が
、
銀
行
な
ど

か
ら
治
療
費
の
借
り
入
れ
を
行
っ

た
場
合
の
利
子
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
「
粒
子
線
が
ん
治
療
費
利

子
補
給
事
業
」
も
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治
療

セ
ン
タ
ー
（
指
宿
）

　

☎
０
９
９
３
（
24
）
３
４
５
６

オ
フ
ィ
ス
鹿
児
島
（
鹿
児
島
市
加

治
屋
町
）

　

☎
０
９
９
（
２
１
０
）
７
６
１
５

労
働
者
派
遣
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

派
遣
と
い
う
働
き
方
、
お
よ
び

そ
の
利
用
は
、
臨
時
的
・
一
時
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
考
え
の
も

と
で
、
常
用
代
替
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
派
遣
労
働
者
の
よ
り
一

層
の
雇
用
の
安
定
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
労
働
者
派

遣
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
日

　

平
成
27
年
９
月
30
日
施
行

○
改
正
の
主
な
内
容

・
労
働
者
派
遣
事
業
は
許
可
制
に

　

一
本
化

・
派
遣
労
働
者
の
雇
用
安
定
と

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

・
よ
り
わ
か
り
や
す
い
派
遣
期
間

　

制
限
の
見
直
し

・
派
遣
労
働
者
の
均
衡
待
遇
の
強
化

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室

　

☎
０
９
９
（
２
１
９
）
８
７
１
１

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
第

67
回
人
権
週
間
で
す

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確

保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
全
て
の

人
々
と
全
て
の
国
々
と
が
達
成
す

べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和

23
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連

合
総
会
で
採
択
さ
れ
、
今
年
で
67

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の

意
義
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
で
す

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、

そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
18
年
６
月
に
、「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
が
定

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
毎
年
12
月

10
日
か
ら
同
月
16
日
ま
で
を
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊

の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解

決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
度
入
校
者
募
集

　

平
成
28
年
度
入
校
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
科
目

　

電
気
設
備
科
（
定
員
20
人
・
訓

練
期
間
２
年
）

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

含
む
）。
ま
た
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

○
願
書
受
付

　

Ｂ
日
程　

12
月
４
日
（
金
）
ま
で

　

Ｃ
日
程　

１
月
15
日
（
金
）
ま
で

○
試
験
日

　

Ｂ
日
程　

12
月
11
日
（
金
）

　

Ｃ
日
程　

１
月
29
日
（
金
）

○
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
・
面
接

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
４
（
44
）
８
６
７
４

里
親
募
集
説
明
会
の
参
加
者

募
集

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の
一
員

と
し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、
温

か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
愛
情
と
真

心
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る

か
た
の
こ
と
で
す
。
養
育
を
お
願

い
す
る
子
ど
も
の
年
齢
は
０
歳
～

18
歳
、
養
育
期
間
は
数
か
月
～
数

年
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

※
現
在
、
県
下
に
は
家
族
と
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
が
約
８
５
０
人
お

り
、
そ
の
う
ち
約
80
人
が
里
親
な

ど
の
家
庭
で
、
約
７
７
０
人
が
児

童
養
護
施
設
や
乳
児
院
な
ど
で
生

活
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
説
明
会
日
時

　

平
成
27
年
12
月
10
日
（
木
）

　

１
回
目　

午
後
２
時
～
４
時

　

２
回
目　

午
後
６
時
～
８
時

○
場
所

　

１
回
目　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

　

２
回
目　

指
江
庁
舎
２
階
大
ホ
ー
ル

○
内
容

　

映
像
に
よ
る
制
度
紹
介
、
概
要

説
明
、
個
別
相
談
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

か
ら
い
も
交
流
・
春

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

日
本
の
大
学
に
在
籍
す
る
外
国

人
留
学
生
を
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
し
て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
受
入
期
間

　

平
成
28
年
３
月
13
日
（
日
）
～
27
日

○
申
し
込
み
締
め
切
り

　

平
成
28
年
１
月
20
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

　

北
薩
ブ
ロ
ッ
ク
担
当（
西
牟
田
）

　

☎
０
９
０
（
３
６
０
９
）
１
１
２
８
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

長島古墳まつり

島の歴史を学び、大昔を体験長
キビルフェス 2015

と島を結ぶ新たなイベント開催島

第４回長島焼酎まつり「よいまい」

日をさかなに楽しむ夕

第 10 回自治公民館対抗グラウンド・ゴルフ大会

多の 96 チームが参加最
　10 月 11 日、町制施行１０周年記念事業 第 10
回自治公民館対抗グラウンド・ゴルフ大会が川床
コミュニティ運動場で開催され、町内の 36 自治
公民館からこれまで最多の 96 チームが参加しま
した。前夜の雨とうって変わった秋晴れの下、出
場した 480 人の選手たちははつらつとプレーを
繰り広げ、会場では多くの好プレーに歓声が沸き
ました。大会結果は次のとおりです。
団体の部　［優勝］川床上Ｂ
　　　　　［準優勝］茅屋Ａ　［第３位］川床中Ａ
個人の部　［優勝］田原ミトエ（御所ノ浦Ｂ）
　　　　　［準優勝］前畑泰雄（山門野上）
　　　　　［第３位］竹田勝男（梅ノ木山）

長島ど～ん鰤第３弾がお披露目

-style” でグランプリ目指す"B
　10 月 13 日、長島町商工会青年部による、平成
27 年度 Show-1 グルメグランプリの参加グルメ
試食会が行われました。
　第３弾は、鰤の塩焼き、鰤バーグ、鰤カツ、鰤
そぼろ、つわの佃煮にじゃがいものマッシュポテ
トを添えた、お弁当タイプに仕上げました。また、
これまではあんに利用していたアオサは今回は吸
い物として一緒に出されます。
　” B-style” とは、Bento（弁当）タイプという
意味もありますが、Buri（鰤）、Bareisho（じゃ
がいも）、Bridge（橋＝黒之瀬戸大橋）と、まさ
にオール長島をテーマにした作品に仕上げ、今年
の大会へ望みます。
　10 月 18 日には太陽の里ピクニック広場で行わ
れた第 1 回地方大会に出品し今後は、11 月 14・
15 日の鹿児島大会（鹿児島アリーナ）、1 月 24
日の指宿大会（ふれあいプラザなのはな館）を経

シルバースポーツ大会

尾チームが出水地区大会でも優勝平
　10 月 9 日、長島町シルバースポーツ大会が、Ｂ
＆Ｇ体育館で行われました。
　町内の老人クラブ会員を対象としたこの大会に、
今年は 10 チーム約 430 人が参加。ボールうつし
や玉入れなど 8 種目で競い、平尾チームが優勝し
ました。
　また優勝した平尾チームは、長島西地区代表と
して、10 月 26 日に出水市高尾野体育館で開催さ
れた出水地区いきいきシルバースポーツ大会に出
場し、見事に優勝しました。

↑玉入れを楽しむ参加者（町スポーツ大会）

　昭和 42 年からフェリーで結ばれている蔵之元
港と熊本県牛深港ですが、２つの島を結ぶ新たな
イベント「キビルフェス 2015」が 10 月 25 日、
蔵之元港周辺と牛深港で同時開催されました。
　この日は、町内外から約 30 の出展者が参加し、
飲食店やワークショップなど会場を盛り上げまし
た。また、この日は牛深港までの往復チケットが
500 円で購入でき、牛深港でのイベントへも気軽
に参加できるようになっていました。
　このイベントを企画したながしまジャメビュの
の杉本真

な お き

輝さんは「雰囲気・視点を変えて新たな
長島を再発見してもらえれば」と話しました。

　10 月 31 日、小浜崎古墳公園で長島古墳まつり
が開催されました。
　今年は、国民文化祭かごしま 2015 の関連事業
として、町内外の小学生とその保護者らへ呼びか
け 160 人が参加しました。
　祭りでは、神事を行った後、勾玉づくりや火お
こし体験、弓矢体験など、古代の生活を体験しま
した。昼食時には古代なべや古代米、焼き芋が振
舞われ、参加者や見学者は温かい古代料理に舌鼓
を打っていました。
　また午後には、どんぐりを活用した置物を作成
するどんぐりアート体験も開催され、参加者たち
は様々なデザインの作品を作成しました。

　10 月 17 日、第４回長島焼酎祭り「よいまい」が、
町文化ホール下の特設会場で開催されました。
　この日は朝から好天に恵まれ、町内外から約
１０００人が参加し、東シナ会に沈む夕日をさか
なに長島の焼酎を楽しみました。
　長島の代表銘柄「さつま島美人」のほか、島内
小売店限定販売の「島娘」など５種類の焼酎やカ
クテルが飲み放題ということから、焼酎サーバー
前にはグラスを片手にした多くの来場者で賑わっ
ていました。
　特設ステージでは、バンド演奏や踊り、抽選会
などもあり、会場は大いに盛り上がっていました。
　鹿児島市から来られた大園裕史さんは「毎年参
加している。今年は飲み仲間を連れて来た」と頬
を染めながら話しました。

↑多くの客で賑わった蔵之元港周辺

↑長島ど～ん鰤 B-style を手にする町商工会青年部メンバー

↓
飲
む
手
を
止
め
て
夕
日
を
撮
影

↑神事に参加する子どもたち

↓
頬
を
赤
ら
め
楽
し
く
飲
む
来
場
者

て、2 月 13・14 日の本大会（霧島市役所国分シビッ
クセンター）へと望みます。
　皆さんの応援、よろしくお願いいたします。

↑狙いを定めて・・・
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

10,944 (- 25)

平成 27 年 10 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,280 ( - 16)
5,664 ( -  9) 

  4,458 (- 17)

　

第
30
回　

国
民
文
化
祭
に
合
わ
せ
て

10
月
31
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
「
秋
の

花
フ
ェ
ス
タ
」
を
造
形
美
術
展
会
場
の

太
陽
の
里
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

造
形
美
術
展
の
総
合
案
内
所
か
ら
見

て
右
側
の
会
場
に
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
や
サ
ル
ビ
ア
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
約

10
万
本
の
花
々
が
来
場
者
を
出
迎
え
ま

し
た
。
期
間
中
は
、
ス
ケ
ッ
チ
大
会
や

多
肉
植
物
の
表
札
づ
く
り
、
切
花
の
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

初
開
催
！
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ

▽
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
10

月
の
長
島
町
で
し
た
が
、
行
く

先
々
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
ふ
と
、

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
駐
車
場
係
で
す
。
も
ち

ろ
ん
プ
ロ
に
も
頼
み
ま
す
が
、
足

り
な
い
所
は
身
内
ス
タ
ッ
フ
と
な

り
ま
す
。
特
に
若
手
ス
タ
ッ
フ
が

配
置
さ
れ
る
の
は
世
の
常
…
。

　

会
場
か
ら
漏
れ
る
賑
や
か
な
音

だ
け
が
聞
こ
え
る
場
所
で
佇
む
彼

を
見
て
、
少
し
心
苦
し
く
な
り
ま

し
た
。今
度
イ
ベ
ン
ト
で
そ
う
い
っ

た
ス
タ
ッ
フ
を
見
た
ら
声
で
も
か

け
て
、
缶
珈
琲
で
も
差
し
入
れ
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。（
濵
田
将
尚
）

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　

広
報
「
長
島
」
10
月
号
で
次
の

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

○
21
ペ
ー
ジ
の
交
通
安
全
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
誤
）

　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
東
支
部

　

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場

（
正
）

　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
長
島
西
支
部

　

城
川
内
運
動
場

○
22
ペ
ー
ジ
の
お
く
や
み

（
誤
）
毛
利
農
武
男

（
正
）
毛
利
農
武
夫

　

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

↑スケッチ大会に参加した子どもたち

催
し
多
く
の
か
た
が
た
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
が
終
了
し
ま

す
と
例
年
春
先
に
開
催
し
て
い
ま
す
、

「
第
６
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

の
準
備
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

↑たくさんの花で来場者をお出迎え

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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